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カケハシ・プロジェクト（招へいプログラム）の記録 

対象：スポーツプログラム（米国） 

 

 

１．プログラム概要 

米国から大学生の水泳選手 3 名が 2020 年 1 月 15 日～1 月 22 日の日程で来日し，日

本の政治，経済，社会，文化，歴史及び外交政策などの対日理解促進を目的として，ス

ポーツをテーマとしたプログラムに参加しました。講義，視察，日本人との交流などを

通じて幅広く日本を理解する機会を持ち，各々の関心事項や体験について SNSを通じて

対外発信を行いました。また，帰国前の報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアク

ション・プラン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 

米国：3名 

 

【訪問地】 

東京都，福島県 

 

２．日程   

1/15(水) 【来日】 

1/16(木) 【オリエンテーション】 

【視察＋講義】日本水泳連盟（於：国立スポーツ科学センター） 

【スポーツ交流】東海大学 

1/17(金) 【視察・体験】東京辰巳国際水泳場 

東京都から福島県に移動 

1/18(土) 【視察】大内宿 

【スポーツ体験】スノーモービル 

【ホームステイ対面式】 

1/19(日) 【ホームステイ】 

1/20(月) 【ホームステイ歓送会】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

1/21(火) 【視察】櫻泳スイミングスクール白河・エグナススポーツクラブ 

福島県から東京都へ移動 

【成果報告会】 

1/22(水) 【離日】 
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３．プログラム記録写真  

  

1/16【オリエンテーション】 1/16【スポーツ交流】東海大学 

  

1/17【視察・体験】東京辰巳国際水泳場 1/18【視察】大内宿 

  

1/18【スポーツ体験】スノーモービル 1/21【成果報告会】 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 学校交流（東海大学水泳部）とホームステイの経験は非常に興味深いものでした。 

都市，田舎，そして米国との明確な生活スタイルの違いがわかりました。 

 

◆ 国立スポーツ科学センターでの講義では日本の技術がいかに進歩しているかという

ことが分かり，プログラムで一番印象に残りました。日本のアスリートは技術的に優れ，

きめ細かい事が評価されますが，そのことが訓練施設に反映されていました。東海大学

水泳部との学校交流では，訓練上双方にとって収穫が多く，刺激的でした。水泳部の皆

さんが大いに歓迎してくださり，共に学び，練習することができ，とても楽しいひとと

きをすごしました。訪問した外務省庁舎は立派な建物で，安全な雰囲気がありました。

ホームステイは，正に一生に一度の経験でした。ホストファミリーといると，まるで自

分が家族の一員であるかの様に感じられました。文化の違いや言葉の壁があるにも関わ

らず，ホストファミリーはとても寛容で，言語の壁があるのにもかかわらず私が快適に

過ごせるよう丁寧に対応してくださいました。ホストファミリーと絆を築けたと思いま

すし，またすぐにでも訪日したいです。 

 

◆ 残念ながら（来日して間も無く）体調を壊したため，講義や学校交流などのプログ

ラムには参加することができませんでした。外務省に訪問した時はセキュリティも良く，

お会いした職員の方々が歓迎してくださり，礼儀正しく接してくださいました。ホーム

ステイも体調不良のため断念せざるを得ませんでしたが，ホストファミリー宅にお邪魔

することができました。餅つき祭りに参加したり，浴衣を着たりと本当に楽しい経験を

しました。また，折り紙を作ったり，ホストファミリーとの会話も楽しみました。とて

も歓迎してくれて，私たちに対してとても我慢強かったです。滞在中体調を壊していた

ので都内で病院に行き，経過観察のため南会津町でもう一度診療所を訪れました。日本

の医療はアメリカの医療と比べて対応が信じられないほど迅速で，費用も手ごろでした。

訪日中私の回復をサポートしてくださったことにとても感謝しています。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 視察受入れ担当者 

米国大学生の笑顔やスイミングスクール会員の楽しそうな表情を見ると，満足感でい

っぱいです。それぞれの選手たちの今後の活躍を期待したいと思います。 

 

◆ ホストファミリー 

受け入れた学生は，とても人柄が良く，私達も安心して受け入れることができまし

た。今年は雪が少ないため喜ばせてあげられるのか心配しましたが，学生たちは，ス

キーや浴衣の着付け，餅つき等を楽しんでくれて嬉しかったです。  
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６．参加者の対外発信 

  

ホームステイついての発信(Instagram) 

ありがとう。ゆかたを着て神社を歩いた

ことはとても楽しい経験でした。私たち

のホストファミリーは素晴らしい方々で

した。 

視察についての発信(Instagram) 

今朝，私達は白河に立ち寄り，櫻泳水泳ス

クールの女性水泳教室に参加しました。

また，テレビ局の取材とインタビューも

受けました。日本のあらゆる年齢層の人

達と一緒に泳ぐことができ，とても楽し

く心が温まる経験でした。このスクール

がコミュニティに及ぼした素晴らしい影

響についてのお話を聴くことができて良

かったです。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

目的：日本の文化と田舎でホストファミリーと過ごした思い出に残る経験の全てを広

める。米国の人に知られていない日本の生活，文化の詳細を見せるため。日米間のよ

り良い関係を築き，より良く理解するため。 

実施時期：日本から帰国後，2週間以内に SNSに投稿する。2～3か月以内に大学のキ

ャンパスでミーティングを行う。 

実施内容：滞在に関する沢山の写真と詳細情報のプレゼンテーションを行い，人々に

日本に行くことを勧める。SNSに投稿する。 

実施方法：コーチに手伝ってもらい，また水泳部の人々に集まってもらい，プレゼン

テーションする。キャンパスで行われる他のイベントでもプレゼンテーションする。

Instagramと Facebookでの写真や経験の投稿を継続する。 

対象：クラスメイト，チームメイト，教授，友人，家族 


